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■ はじめに 
日本は廃棄物の処理やリサイクルの技術に優れていま

すが、廃棄物の需要に合わせたリサイクルが必ずしも行
われていない状況もしばしばみられます。リサイクルの推
進には、需要と供給のマッチングが重要です。廃棄物分
野へのIoT（Internet of Things）の導入により、このマッチン
グがはるかに効率的に行われる可能性があると考えられ
ます。センサーの導入によって、廃棄物の量と質が常に
把握できれば、その最も効果的な活用の可能性が高まり
ます。適材を適所に輸送するための効率的な物流にも、
IoTは役に立つものと考えられます。 
一方、少子高齢化を背景とした労働人口の減少により、

廃棄物処理・リサイクル業界においても、人手不足の問題
が顕在化しつつあります。効率化は、労働の省力化の観
点でも重要です。 
これらの課題に対し、産官学の連携により技術的、制度

的な検討を行うことで、IoTを強力なツールとして廃棄物の
処理・リサイクルを高度化し、資源の保全、温室効果ガス
の排出削減、廃棄物ビジネスの飛躍に繋げることを目指し
ています。 

 
■ 活動内容 
１．廃棄物処理・リサイクルIoT導入促進協議会 
平成28年8月に、産官学の連携による廃棄物処理・リサ

イクルIoT導入促進協議会が設立されました。協議会には、
発起人5名の所属する5つの研究機関・大学に加えて、平
成29年10月1日時点で54機関が参加しています。これま
での活動及び今後の予定は下記の通りです。 

 
 

２．ワーキンググループによる検討内容 
 事業に繋がる具体的な検討を進めるため、以下の4つの
ワーキンググループを設置し、それぞれに関心を持つ機
関が参加しています。 
□低炭素化ワーキング 
中間処理等の低炭素化に資するIoT導入事業の創出を

目指します。 

 
□ロジスティクス高度化ワーキング 

静脈物流にIoTを導入することで、高度化を図るとともに、

課題解決に資する事業の創出を目指します。 

 
□新規事業創出ワーキング 

IoT 導入を前提に生み出される、車両や機材等のシャ
アリングシステム、破砕選別プラントの高度化等の新規事
業の創出を目指します。 
□海外事業促進ワーキング 
諸外国への廃棄物処理・リサイクル事業の展開に資す

る、IoT 導入案件の創出を目指します。 
 
協議会ホームページ http://iot-recycle.com/ 
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